
令和３年度予算案をチェック！

予算特別委員会
会 計 別 予 算 額

　３月定例会において提案された、
令和２年度各会計予算は、３日間（３
月 15 日～ 17 日）にわたり予算特
別委員会において慎重に審査した結
果、総額 268 億 2,155 万円（企業
会計を含む）を可決しました。
　令和３年度の審査における質疑及
び答弁の一部（５～７ページ）をご
紹介します。

　 平 成 30 年 度 か ら 令 和 5 年 度 ま で で 総 額 39
億２千万円の継続費を設定し、令和３年度は引き続
き自由通路や橋上駅の本体工事を行います。

大竹駅周辺
整備事業
１０億７，３５６万円

　令和３年度は、小島雨水排水ポンプ場の電気・機
械設備の改築更新工事を行います。

小島雨水
排水ポンプ場等
改築更新事業
２億９，３００万円

　市役所敷地内になかはま保育所と立戸保育所を統合
した保育施設、子育て支援センター、乳幼児健診等の
母子保健事業も実施できる施設として令和４年４月か
ら開設します。令和３年度中に完成する見込みです。

公立保育所等
整備事業
７億４，８１８万円

　河川氾濫等による浸水被害を防ぐため、市内の河
川（水路）内に堆積している土砂を撤去します。令
和３年度は、恵川（玖波工区）、大膳川、三ツ石川、
南栄排水路、元町東栄排水路の浚渫工事を行います。

一般河川
（水路）
浚
し ゅ ん

渫
せ つ

事業
１億５,８００万円

主要事業 の一部

一　般　会　計 155億 6,358 万円

特
別
会
計

国民健康保険 33億 1,657 万円
漁業集落排水 4,649 万円
農業集落排水 4,932 万円
港湾施設管理受託 6,447 万円
土地造成 2億 9,094 万円
介護保険 26億 1,988 万円
後期高齢者医療 5億 1,232 万円
小　　計 68億 9,999 万円

企
業
会
計

水道事業 13億 3,331 万円
工業用水道事業 9億 7,861 万円
公共下水道事業 20億 4,606 万円
小　　計 43億 5,798 万円
総　　合　　計 268億 2,155 万円

※端数は四捨五入
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ワクチン接種券と封筒

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

Q  

現
在
の
体
制
及
び
、
２
回
接
種
を
要

す
る
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

A  

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
が

供
給
可
能
と
な
っ
た
際
、
速
や
か
に
住
民

に
接
種
が
で
き
る
よ
う
体
制
整
備
を
行
っ

て
い
る
。

　

人
員
的
体
制
の
整
備
と
し
て
、
保
健
医

療
課
に
専
任
１
名
と
兼
任
を
付
け
、
会
計

年
度
任
用
職
員
２
名
を
雇
用
し
て
、
ワ
ク

チ
ン
接
種
に
係
る
事
務
を
担
当
し
て
い
る
。

ま
た
、
シ
ス
テ
ム
改
修
も
令
和
２
年
度
中

に
完
了
す
る
。

　

接
種
券
の
印
刷
及
び
郵
送
は
、
令
和
３

年
３
月
下
旬
を
予
定
し
て
い
た
が
、
ワ
ク

チ
ン
の
到
着
が
遅
れ
て
い
る
た
め
、
令
和

３
年
４
月
上
旬
を
目
途
に
、
高
齢
者
の
接

種
券
の
発
送
を
予
定
し
て
い
る
。

　

ワ
ク
チ
ン
接
種
は
、
集
団
接
種
を
、
大

竹
市
医
師
会
と
広
島
西
医
療
セ
ン
タ
ー
の

協
力
に
よ
り
広
島
西
医
療
セ
ン
タ
ー
で
実

施
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
個
別
接
種
は
、

５
月
以
降
、
受
託
し
て
い
る
各
医
療
機
関

で
接
種
で
き
る
よ
う
調
整
を
行
っ
て
い
る
。

　
相
談
体
制
は
、
広
島
県
に
相
談
一
括
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
３
月
１
日
か
ら

運
用
し
て
お
り
、
こ
れ
に
参
加
し
て
い
る
。

ま
た
、
保
健
医
療
課
内
に
も
専
用
回
線
を

設
け
接
種
医
療
機
関
、
予
約
方
法
に
つ
い

て
の
問
い
合
わ
せ
を
受
け
付
け
る
。

　

２
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
予
約
を
集

団
接
種
、
個
別
接
種
と
も
１
回
目
の
ワ
ク

チ
ン
接
種
後
の
待
機
時
間
中
に
し
て
い
た

だ
く
よ
う
想
定
し
て
い
る
。

　

ワ
ク
チ
ン
接
種
は
、
国
か
ら
ワ
ク
チ
ン

を
ム
ダ
な
く
接
種
す
る
よ
う
１
日
１
０
０

名
以
上
と
す
る
よ
う
要
求
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
１
日
最
大
２
４
０
名
の
接
種
を

想
定
し
て
い
る
が
、
し
ば
ら
く
は
１
６
０

名
を
上
限
と
し
、
体
制
を
調
整
す
る
。

●
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
に
つ
い
て

Q  

ど
の
よ
う
な
場
所
に
何
カ
所
に
設
置

す
る
の
か
伺
う
。

A  

昨
年
、
大
竹
警
察
署
長
か
ら
安
全
・

安
心
の
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た
防
犯
カ
メ

ラ
の
増
設
の
要
望
が
あ
り
、
特
に
人
や
車

の
流
れ
が
多
い
場
所
や
通
学
路
な
ど
、
犯

罪
発
生
の
抑
止
や
逃
走
経
路
の
要
所
と
考

え
ら
れ
る
６
カ
所
程
度
に
設
置
す
る
予
定

で
あ
る
。

●
子
育
て
の
相
談
に
つ
い
て

Q  

大
竹
市
の
子
育
て
に
関
す
る
相
談
体

制
に
つ
い
て
伺
う
。

A  

令
和
３
年
度
よ
り
、
子
ど
も
家
庭
総

合
支
援
拠
点
事
業
を
開
始
す
る
予
定
で
あ

る
。

　

事
業
の
内
容
と
し
て
、
児
童
の
虐
待
、

子
ど
も
の
発
達
に
関
す
る
悩
み
や
育
児
の

ス
ト
レ
ス
な
ど
、
子
育
て
に
関
す
る
相
談

支
援
業
務
と
、
関
係
機
関
が
連
携
し
て
問

題
の
あ
る
家
庭
の
情
報
共
有
や
支
援
方
法

を
検
討
す
る
、
要
保
護
児
童
地
域
対
策
協

議
会
の
運
営
や
調
整
の
業
務
を
担
う
。

　

２
つ
の
業
務
を
１
つ
の
機
関
が
担
い
円

滑
に
運
用
す
る
こ
と
で
、
年
々
増
加
す
る

児
童
虐
待
に
対
応
で
き
る
。

　

今
後
、
子
ど
も
家
庭
相
談
員
の
資
格
を

持
つ
職
員
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
で
、
き

め
細
や
か
で
家
庭
に
寄
り
添
っ
た
相
談
体

制
を
整
備
し
、
虐
待
防
止
に
取
り
組
み
た

い
。

●
大
規
模
盛
土
造
成
地
の

調
査
に
つ
い
て

Q  

対
象
と
な
る
場
所
は
ど
こ
で
、
何
カ

所
あ
る
の
か
伺
う
。

　

ま
た
、
住
民
の
方
へ
の
周
知
は
ど
の
よ

う
に
行
い
、
何
ら
か
の
対
策
が
必
要
な
場

合
、
補
助
が
あ
る
の
か
伺
う
。

A  

広
島
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
大
規
模

盛
土
造
成
地
マ
ッ
プ
が
公
表
さ
れ
て
お
り
、

大
竹
市
に
は
16
カ
所
あ
る
が
、
こ
の
中
で

優
先
度
の
高
い
５
カ
所
を
令
和
3
年
度
の

調
査
の
対
象
と
し
て
い
る
。

　

対
象
地
の
盛
土
の
全
て
が
、
地
震
の
際
、

危
険
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
が
、
現
地
踏

査
を
行
い
、
安
全
性
の
確
認
を
行
う
も
の

で
あ
る
。

　

当
該
宅
地
の
所
有
者
の
方
に
、
宅
地
防

災
に
関
心
を
持
ち
、
地
盤
や
擁
壁
の
状
態

に
気
を
配
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
趣

旨
で
マ
ッ
プ
が
公
表
さ
れ
て
お
り
、
調
査

後
も
適
切
に
情
報
提
供
を
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
令
和
3
年
度
の
調
査
の
結
果
、

安
全
性
が
確
認
で
き
な
い
場
合
は
、
令
和

５
年
度
か
ら
令
和
７
年
度
に
か
け
て
ボ
ー

リ
ン
グ
調
査
等
を
行
い
、
更
に
安
全
性
に

問
題
が
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
、
令
和

８
年
度
以
降
に
対
策
工
事
が
必
要
と
な
る

た
め
、
国
が
宅
地
耐
震
化
事
業
を
立
ち
上

げ
て
お
り
、
こ
れ
を
活
用
し
た
補
助
制
度

を
検
討
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
予
算
特
別
委
員
会

　
　  

質
疑
・
答
弁
の
一
部
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解体予定の大竹中学校プール

●
自
主
防
災
組
織
に
つ
い
て

Q  
自
主
防
災
組
織
育
成
指
導
事
業
に
つ

い
て
、
前
年
度
比
約
２
倍
と
な
っ
て
い
る

理
由
及
び
避
難
の
呼
び
か
け
体
制
づ
く
り

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
訓
練
を
想
定
さ
れ

て
い
る
の
か
伺
う
。

　

ま
た
、
防
災
士
資
格
取
得
の
た
め
に
、

補
助
す
る
考
え
は
な
い
の
か
伺
う
。

A  

主
な
増
額
は
、
避
難
の
呼
び
か
け
体

制
構
築
支
援
補
助
金
の
70
万
円
で
あ
る
。

避
難
の
呼
び
か
け
体
制
構
築
と
は
、
広
島

県
が
令
和
２
年
度
か
ら
推
進
し
て
い
る
事

業
で
あ
り
、
豪
雨
災
害
に
お
い
て
逃
げ
遅

れ
被
害
を
な
く
す
た
め
の
仕
組
み
づ
く
り

で
あ
る
。

　

自
主
防
災
組
織
を
豪
雨
災
害
に
強
い
体

制
に
す
る
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
及
び
各
種
訓

練
に
必
要
な
経
費
を
補
助
す
る
目
的
と
し

て
、
参
加
す
る
自
主
防
災
組
織
１
組
織
に

対
し
最
大
10
万
円
を
助
成
す
る
計
画
で
、

広
島
県
が
全
額
補
助
す
る
。

　
訓
練
の
内
訳
は
、
地
域
独
自
の
防
災
マ
ッ

プ
の
作
成
、
呼
び
掛
け
体
制
を
考
慮
し
た

連
絡
網
の
作
成
、
避
難
訓
練
の
実
施
等
で

あ
る
。
現
在
、
市
内
に
は
37
の
自
主
防
災

組
織
が
あ
る
。

　

ま
た
、
本
市
に
お
い
て
は
、
地
域
防
災

リ
ー
ダ
ー
の
育
成
事
業
に
努
め
て
お
り
、

今
後
に
お
い
て
も
防
災
士
資
格
取
得
の
た

め
の
補
助
金
は
考
え
て
は
い
な
い
。

●
大
竹
中
学
校
の
プ
ー
ル
に
つ
い
て

Q  

大
竹
中
学
校
の
プ
ー
ル
解
体
と
大
竹

小
学
校
の
プ
ー
ル
建
設
に
関
す
る
事
業
計

画
に
つ
い
て
伺
う
。

A  

令
和
３
年
度
は
両
事
業
の
設
計
業
務

を
行
う
予
定
で
あ
り
、
令
和
４
年
度
の
プ
ー

ル
シ
ー
ズ
ン
終
了
後
か
ら
解
体
及
び
建
設

工
事
を
行
い
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

工
期
は
解
体
に
数
カ
月
、
建
設
に
１
年

近
く
を
要
し
、
ま
た
、
契
約
金
額
に
応
じ

市
議
会
の
議
決
を
必
要
と
す
る
た
め
、
令

和
５
年
度
は
利
用
で
き
な
い
。

　

令
和
６
年
度
の
プ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン
か
ら
、

大
竹
小
・
中
学
校
の
児
童
生
徒
が
共
同
で

利
用
で
き
る
よ
う
予
定
し
て
い
る
。

●
市
税
収
入
に
つ
い
て

Q  

令
和
３
年
度
の
市
税
収
入
と
国
の
地

方
財
政
計
画
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
受

け
止
め
て
い
る
の
か
伺
う
。

A  

市
税
収
入
は
、
令
和
２
年
度
当
初
予

算
と
比
較
し
て
、
約
２
億
２
千
８
百
万
円

減
の
約
50
億
１
千
万
円
と
見
込
ん
で
い
る
。

　

増
減
内
訳
と
し
て
、
大
手
企
業
の
法
人

税
割
の
増
、
設
備
投
資
等
の
要
因
に
よ
り
、

約
２
億
９
千
７
百
万
円
の
増
加
は
あ
る
が
、

償
却
資
産
の
減
価
償
却
、
固
定
資
産
の
評

価
替
え
、
そ
の
他
の
社
会
的
要
因
に
よ
り
、

約
３
億
６
千
９
百
万
円
の
減
少
、
ま
た
、

コ
ロ
ナ
禍
に
伴
う
個
人
・
法
人
の
所
得
の

減
少
、
国
の
特
別
支
援
措
置
等
に
よ
り
、

約
１
億
５
千
６
百
万
円
の
減
少
を
見
込
ん

だ
結
果
、
近
年
の
当
初
予
算
の
市
税
収
入

と
し
て
は
、
最
も
少
な
く
な
る
と
見
込
ん

で
い
る
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
を
考
慮
し
、
予
算
計

上
を
す
る
必
要
が
あ
り
、
５
億
円
を
超
え

る
減
少
要
因
が
あ
っ
た
も
の
の
、
３
億
円

近
い
増
加
要
因
も
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
約

２
億
２
千
８
百
万
円
の
減
少
で
済
ん
だ
と

考
え
て
い
る
。

　

個
人
・
法
人
の
所
得
が
減
少
し
税
収
は

減
っ
て
い
る
が
、
令
和
３
年
度
以
降
、
徐
々

に
回
復
し
、
令
和
６
年
度
に
は
完
全
回
復

す
る
と
い
う
推
計
を
立
て
て
い
る
。

　

地
方
財
政
計
画
に
つ
い
て
、
国
で
は
、

毎
年
６
月
、
概
算
要
求
前
に
経
済
財
政
運

営
と
改
革
の
基
本
方
針
を
閣
議
決
定
し
て

い
る
が
、
も
と
も
と
平
成
30
年
度
の
基
本

方
針
で
、
令
和
元
年
度
か
ら
令
和
３
年
度

ま
で
、
交
付
税
交
付
団
体
に
つ
い
て
は
、

安
定
的
な
財
政
運
営
に
必
要
な
一
般
財
源

の
総
額
に
つ
い
て
、
し
っ
か
り
確
保
す
る

こ
と
と
さ
れ
て
い
た
。

　

令
和
３
年
度
の
地
方
財
政
計
画
を
見

る
と
、
平
成
30
年
度
の
基
本
方
針
が
遵
守

さ
れ
、
交
付
税
交
付
団
体
に
つ
い
て
は
自

治
体
財
政
に
悪
い
影
響
が
出
な
い
よ
う
、

一
般
財
源
を
確
保
さ
れ
た
も
の
と
捉
え

て
い
る
。

●
介
護
保
険
料
に
つ
い
て

Q  

第
８
期
介
護
保
険
事
業
計
画
の
策
定

に
伴
い
、
新
た
な
介
護
保
険
料
額
は
下
が

る
こ
と
に
な
る
が
、
介
護
保
険
の
財
政
負

担
の
仕
組
み
に
変
更
は
な
い
の
か
伺
う
。

　

ま
た
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
を
つ

く
る
と
、
介
護
保
険
料
が
高
く
な
る
の

か
伺
う
。

A  

介
護
保
険
の
財
政
は
、
基
本
的
に
利

用
者
は
１
割
負
担
で
、
所
得
の
高
い
方
は

２
割
や
３
割
負
担
の
方
も
い
る
が
、
利
用

者
の
自
己
負
担
を
除
い
た
部
分
が
介
護
給

付
に
な
る
。
そ
れ
を
公
費
と
保
険
料
で
折

半
し
負
担
す
る
仕
組
み
に
変
更
は
な
い
。

　

ま
た
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
の

施
設
が
で
き
れ
ば
、
多
く
の
サ
ー
ビ
ス
が

提
供
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
給
付
は
増
え
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る
傾
向
と
な
る
た
め
、
保
険
料
が
上
が
る

要
素
に
な
る
。

●
上
下
水
道
料
金
に
つ
い
て

Q  

令
和
３
年
度
か
ら
令
和
４
年
度
に
か

け
て
水
道
料
金
及
び
下
水
道
使
用
料
の

改
定
を
検
討
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
大
竹

市
水
道
事
業
経
営
戦
略
及
び
大
竹
市
公

共
下
水
道
事
業
経
営
戦
略
等
に
お
い
て
、

令
和
５
年
か
ら
令
和
30
年
ま
で
の
料
金

改
定
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
す
で
に
行

わ
れ
て
い
る
。

　

新
規
事
業
と
し
て
改
定
検
討
を
行
う
理

由
に
つ
い
て
伺
う
。

A  

大
竹
市
水
道
事
業
経
営
戦
略
及
び
大

竹
市
公
共
下
水
道
事
業
経
営
戦
略
の
料
金

改
定
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
、
令
和
元
年

度
の
決
算
に
基
づ
き
将
来
推
計
を
設
定
し

て
お
り
、
令
和
３
年
度
の
新
規
事
業
と
な

る
料
金
・
使
用
料
改
定
検
討
事
業
は
、
目

標
年
度
を
令
和
５
年
度
と
し
、
令
和
３
年

度
ま
で
の
決
算
に
基
づ
き
将
来
推
計
を
設

定
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
水
道
料
金
及
び
下
水
道
使
用
料

の
改
定
に
つ
い
て
、
広
島
県
内
の
ほ
と
ん

ど
が
審
議
会
を
設
置
し
検
討
し
て
い
る
。

本
市
に
お
い
て
も
審
議
会
を
設
置
し
、
説

明
資
料
作
成
に
要
す
る
費
用
等
、
審
議
会

の
運
営
に
関
す
る
費
用
も
含
ま
れ
て
い
る
。

●
汚
水
管
路
の
調
査
に
つ
い
て

Q  

令
和
３
年
度
の
大
竹
処
理
区
（
元
町

分
区
・
御
幸
分
区
）
管
渠
点
検
調
査
業
務
、

新
町
一
丁
目
管
渠
改
築
更
新
設
計
業
務
、

新
町
雨
水
排
水
ポ
ン
プ
場
放
流
渠
基
本
構

想
設
計
業
務
の
内
容
に
つ
い
て
伺
う
。

A  

大
竹
処
理
区
（
元
町
分
区・御
幸
分
区
）

管
渠
点
検
調
査
業
務
に
つ
い
て
、
元
町
３
・

４
丁
目
地
区
及
び
立
戸
地
区
の
汚
水
幹
線

管
路
の
点
検
・
調
査
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

　

新
町
一
丁
目
管
渠
改
築
更
新
設
計
業
務

に
つ
い
て
、
現
在
の
ウ
ォ
ン
ツ
大
竹
新
町

店
の
店
舗
裏
を
流
れ
て
い
る
水
路
の
下
流

側
に
お
い
て
、
一
部
下
水
道
管
渠
が
水
路

内
に
突
き
出
て
お
り
、
水
の
流
れ
を
阻
害

し
て
い
る
た
め
、
支
障
と
な
る
下
水
道
管

渠
を
撤
去
し
、
他
の
ル
ー
ト
に
汚
水
を
流

す
こ
と
が
で
き
な
い
か
検
討
を
行
う
。

　

新
町
雨
水
排
水
ポ
ン
プ
場
放
流
渠
基
本

構
想
設
計
業
務
に
つ
い
て
、
新
町
雨
水
排

水
ポ
ン
プ
場
か
ら
の
雨
水
排
水
の
放
流
先

と
な
る
小
瀬
川
の
管
理
者
と
協
議
を
行
う

た
め
の
図
面
作
成
業
務
と
な
る
。

　

排
水
口
の
設
置
予
定
場
所
は
遊
歩
道
等

の
施
設
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

施
設
の
一
部
廃
止
を
含
め
、
河
川
管
理
者

と
協
議
・
検
討
を
行
っ
て
き
た
。
引
き
続

き
来
年
度
も
協
議
・
検
討
を
行
い
、
排
水

口
の
位
置
が
決
ま
れ
ば
排
水
施
設
の
形
状

や
構
造
に
つ
い
て
現
地
の
測
量
を
基
に
、

図
面
の
作
成
を
行
い
た
い
。

本
会
議
で
採
決
の
結
果
、

全
会
計
と
も
原
案
の
と
お
り
可
決

特
別
委
員
会
で
採
決
の
結
果
、

全
会
計
と
も
原
案
の
と
お
り
可
決

本会議へ

予 

算 

特 

別 

委 

員

委 

員 

長	  

　
賀
　
屋
　
幸
　
治

副
委
員
長	  

　
西
　
村
　
一
　
啓

委
　
　
員	  

　
原
　
田
　
孝
　
徳	

	

　 

小
　
中
　
真
樹
雄

	

　 

中
　
川
　
智
　
之

	

　 

網
　
谷
　
芳
　
孝

	

　 

日
　
域
　
　
　
究

	

　 

寺
　
岡
　
公
　
章
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